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「墨田区こども条例」（案）に対するパブリック・コメント等の実施結果等について 

 

第１ 「墨田区こども条例」（案）に対するパブリック・コメント等の実施結果 

 

１ パブリック・コメント等の実施概要及び結果 

（１）公表資料 

    墨田区こども条例（案）の本文 

    ※子ども向けの簡易版を作成のうえ公開し、パブリック・コメントと同時に子ども

の意見聴取を実施した。 

（２）意見募集期間 

    令和６年１２月５日（木）から令和７年１月８日（水）まで 

（３）意見募集の周知及び公表方法 

   ア 実施の周知 

    ・区のお知らせ 令和６年１２月１１日号 

    ・区公式ウェブサイト 令和６年１２月５日から令和７年１月８日まで 

    ・区公式ＳＮＳ（ＬＩＮＥ・Ⅹ（旧ツイッター）・フェイスブック） 

    ・区立小・中学校（３５校）におけるポスター掲示 

    ・区内高等学校等（９校）におけるポスター掲示 

    ・区内保育施設（１２８施設）におけるポスター掲示 

    ・区内児童館（１２館・分館を含む。）におけるポスター掲示 

    ・区内施設（２０施設）におけるポスター掲示 等 

   イ 公表資料の閲覧方法 

    ・区公式ウェブサイト 

    ・区民情報コーナー 

    ・子ども・子育て支援部子育て支援課 窓口 

・すみだ保健子育て総合センター内子育て支援総合センター 窓口 

    ・教育委員会事務局地域教育支援課 窓口 

（４）意見提出方法 

    郵送、ファックス、電子メール、電子申請（Logo フォーム）又は持参 

（５）意見提出先 

    子ども・子育て支援部子育て支援課 

（６）意見募集の結果 

   ア パブリック・コメント 

     意見者数：２０人、意見数：２８件 

   イ 子どもの意見聴取 

     意見者数：３人、意見数：３件 
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２ パブリック・コメント等の意見概要と区の考え方 

（１）パブリック・コメント 

 提出された意見の要旨 区の考え方 

１ 

こども条例と名打つ以上、国連の子ど

も権利条約が前提として位置付いている

のかと思いますが、その記述がないよう

なので、どのように位置付くかの疑問で

す。 

本条例の前文にあるように、本条例は、

こども基本法の精神にのっとり制定する

ものです。こども基本法は、子どもの権

利条約の精神にのっとり制定されていま

す。 

２ 

第２条でこどもの定義を「心身の発達

の過程にある人」と定めています。この

ことは、一律に年齢で区切るのではなく

子ども個人の発達段階で判断するという

ものなのでしょうか。それとも規定はせ

ずとも、具体的に一定の年齢を想定して

いるのでしょうか。 

（他同様の意見２件） 

こども基本法では、１８歳や２０歳と

いった年齢で必要な支援が途切れること

のないよう、心と身体の発達の過程にあ

る人を「こども」と定義しています。本

条文は、こども基本法の考え方を反映し

ています。 

３ 

第３条に「全てのこどもについて」と

ありますが、「全てのこどもが」という表

記は如何でしょうか。 

こども基本法の表現に準じた表記とし

ていますので、原案どおりとします。 

４ 

第３条「全てのこども」とありますが、

区の条例でこの考え方に適さない項目が

存在する場合は、この条例に沿って改定

するのでしょうか。 

本条例の制定に当たっては、他の条例

との整合を図っています。 

５ 

第３条（３）などに、子どもの権利条

約１３条などに定められた表現の自由・

知る権利に関した表現を織り込むべきで

ある。 

本条例は、子どもの権利条約の精神に

のっとり制定したこども基本法を踏まえ

たものですので、子どもの権利条約との

整合を図っているものと考えています。 

６ 

基本理念が感覚的、抽象的で終わるこ

とが無いようにしてください。 

｢笑顔あふれる、こどもの最善の利益を

優先する｣という子どもの人権を守るた

めにも、あらゆる分野、多様な環境の整

備、向上をしっかり位置づけてください。 

子どものみならず、大人も含めて個々

が生きやすい環境の整備こそが人権保障

と考えます。 

基本理念が感覚的、抽象的で終わるこ

とがないよう、本条例では、区の責務を

明記し、こども、保護者、区民等への支

援の方針を掲げています。 

具体的な施策については、墨田区こど

も計画において定め、必要な支援を行う

とともに、子育て環境の整備に努めてい

きます。 

７ 
条例案第４条（１）に「家庭環境、経

済的な状況、障害、性別、性自認、年齢、

本条例の条文は、なるべく子どもに分

かりやすい表現を使用しています。 
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国籍、人種、民族、文化などによって差

別を受けないこと」とありますが、性自

認をとりわけ記載する理由はなんです

か。日本国憲法１４条「すべて国民は、

法の下に平等であつて、人種、信条、性

別、社会的身分又は門地により、政治的、

経済的又は社会的関係において、差別さ

れない。」と同程度の文言で十分ではない

でしょうか。 

当該箇所については、こども基本法に

基づき策定されたこども大綱の表現を参

考に例示した箇所ですが、あらゆる差別

は許されないことを明確にするため、

「（中略）文化などのあらゆることによっ

て差別を受けないこと。」に修正します。 

８ 

第４条（１）ウにおいて、こどもの守

られる権利として、「こどもであるという

ことや家庭環境、経済的な状況、障害（中

略）などによって差別を受けないこと」

とあり、具体的事例をいくつか列挙して

いるが、墨田区議会で、２０１８年に「見

た目問題」に関する陳情を採択した上で、

国に施策を求める意見書を全国に先駆け

提出するとともに、その後改定した墨田

区人権啓発基本計画に「外見に特徴的な

目立つ症状のある人の人権問題」として

盛り込んでいます。 

こうした経緯を踏まえ、見た目問題に

ついても他の項目と同列に扱い、条例に

盛り込むべきではないでしょうか。 

「見た目問題」については、御指摘の

とおり、平成３０年に陳情が区議会で採

択された経緯があります。区では、様々

ある人権課題の一つとして捉え、墨田区

人権啓発基本計画において、「外見に特徴

的な目立つ症状のある人の人権問題」と

して、正しい知識と理解のための啓発を

行っています。 

当該箇所については、こども大綱の表

現を参考に例示した箇所ですが、「見た目

問題」も含めてあらゆる差別は許されな

いことを明確にするため、「（中略）文化

などのあらゆることによって差別を受け

ないこと。」に修正します。 

９ 

第５条の２ 保護者の役割において、

「愛されて育つことができる環境を整

え」というのはどういうことでしょうか。 

（他同様の意見１件） 

第５条は、保護者の役割を明示した条

文です。 

第５条第２項は、第４条（３）愛され

る権利が守られるよう、保護者としての

役割を規定したものです。 

10 

第７条「育ち学ぶ施設」が主語で、述

語が「努めるものとします」「支援を行う

ものとします」となっていますが、育ち

学ぶ施設の定義からすると、施設が努め

る、支援を行うのは若干違和感がありま

す。「育ち学ぶ施設」は「育ち学ぶ施設（の

設置者）（運営者）」と解してよいのでし

ょうか。 

御指摘を踏まえ、第７条の「育ち学ぶ

施設」を「育ち学ぶ施設の関係者」に修

正します。 

「関係者」とは、設置者、管理者、職

員等（正規、非正規、アルバイト、パー

ト等の雇用形態を問わず、現に運営に従

事する人をいう。）をいいます。また、第

３項について、「育ち学ぶ施設の関係者

は、一人ひとりの個性を尊重するよう努



 

4 

 

めるものとします。」に修正します。 

11 

第１３条について、次のとおり修正を

提案します。 

【原 案】区は、こどもが自分の意見を

表明しやすい・・ 

【修正案】区は、こどもが保護者の意向

や圧力などを受けず自らが自分の意見を

表明しやすい場所（施設等）および環境

づくりを整備し、 

※子は、同居親の意向を受けやすい（阻

害されやすい）、精神特性があります。 

御指摘の点を含めて、広く意見を表明

しやすい環境を整えていくという趣旨で

規定していますので、原案どおりとしま

す。 

 

12 

第１７条について、次のとおり修正を

提案します。 

【原 案】必要な財政上の措置を行う 

【修正案】必要な財政上の費用を確保す

ることに努める・・ 

現在の単独親権制度が、少子化問題の

一旦を担っていることは明白な事実であ

り、子どもたちの明るい未来に向けての

急迫な社会的な問題であり、区における

予算の確保は急務と考えます。 

「財政上の措置」とは、子ども・子育

て支援に関する予算の確保のことであ

り、御提案と同様の趣旨です。また、区

の他の条例と表記を合わせていますの

で、原案どおりとします。 

13 

子どもの人権を守るとても良い条例だ

と思います。ただ、具体例がない上、１

８条にある区長の一存で全てが決まるよ

うなシステムに疑問と懸念があります。 

せっかく条例で決まったことも、結局

は成し遂げられないのではと危惧を感じ

ました。子どもの人権と言いますが、人

権教育はちゃんとして頂けるのでしょう

か。道徳や社会を学ぶ機会を設けると記

載はありますがその前に学ぶべきことが

あるのではないでしょうか。条例を作り

ました、だけで終わりそうな予感があり、

一向に改善されない状況でもヨシとされ

るのではと懸念してしまいます。 

具体的な施策は、第１６条に規定する

推進計画（墨田区こども計画）において

明記します。また、第１８条（委任）に

ついては、この条例に定めるもののほか、

必要なことを区長が定めることを規定し

たものであり、区長の一存で全てを決め

るものではありません。 

 

14 

東京都の類似の条例との違いを明確に

してください。また、東京都の条例が上

位概念という認識で良いのですか。 

東京都こども基本条例と墨田区こども

条例は、その目的が異なります。また、

東京都こども基本条例と、墨田区こども
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条例との間には、優劣関係はありません。 

15 

実務において子どもの権利侵害が頻発

している中で、この条例はパフォーマン

スに過ぎないので必要ありません。東京

都の条例に従えば十分です。区役所職員

一人ひとりが倫理的、社会的に公益のた

めに変わらなければ形骸化した条例にな

ることは目に見えます。条例が禁止行為

と罰則を設けて責任を果たすものであれ

ばまだ意味があるでしょう。 

（他同様の意見１件） 

本条例は、「こどもの権利を守るため、

その基本となる考え方を墨田区全体で共

有し、「こどもまんなかすみだ」の実現を

図ること」を目的として制定するもので

す。 

形骸化した条例とならないよう、区の

責務を明記し、こども、保護者、区民等

への支援の方針を掲げています。 

なお、本条例の目的に鑑み、区民の方

等を対象にした罰則等は設けません。 

16 

路上や、駐車場などの私有地でタバコ

を吸っている方々をよく見かけますが、

子どもや妊婦の方の健康に害が及ぶこと

を非常に危惧しています。 

罰則や取り締まりの強化、一般道路に

面した私有地での喫煙の禁止など、対策

を要望します。また、錦糸町駅の周りの

屋外喫煙所２箇所について、どちらも扉

のない喫煙所のため、近くを通るだけで

匂いや煙で非常に不愉快です。喫煙所の

撤去、扉を二重にする、入り組んだ出入

り口にするなど、喫煙しない方が錦糸町

駅を使うときの配慮について検討してく

ださい。 

路上喫煙等の防止に関する条例とし

て、区では、「墨田区路上喫煙等禁止条例」

を制定しています。罰則、取り締まりの

強化の要望については、今後検討させて

いただきます。 

私有地での喫煙について、「墨田区路上

喫煙等禁止条例」では制限を設けていま

せんが、健康増進法では、望まない受動

喫煙を生じさせることがないよう、周囲

の状況へ配慮することが義務となってい

ます。特定の私有地（駐車場等）に関す

る意見があった際は、区からその私有地

の管理会社へ受動喫煙対策の協力を依頼

する、啓発ポスターを設置するなどの対

策を講じています。また、錦糸町駅前の

喫煙所について、公衆喫煙所を設けてい

る目的の一つは、吸い殻等の散乱防止に

よる街の美化の促進です。仮に喫煙所を

撤廃した場合、路上喫煙、ポイ捨てが増

加するおそれがあると考えています。 

なお、令和３年には区に寄せられた御

意見をもとに、パーテーションの高さを

より高くし、煙返しを設置することで、

煙を外部に漏れにくくする改修工事を行

いました。今後も、喫煙者の方も非喫煙

者の方も快適に過ごせるまちを目指して

まいります。 
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17 

「共同親権」が施行される背景を組み

入れ、子どもの権利を具体的に明記する

必要があると考えます。このことを踏ま

え、「共同親権」記載の条文等の内容を反

映すべきと考えます。 

共同親権については、民法の施行が２

０２６年中を予定していることから、現

時点で本条例にその内容を反映すること

は難しいと考えます。今後研究していき

ます。 

18 

何故当たり前の事が条例化されるのか。

弱者に対して酷い事をするのか。優しさ

の欠如、譲り合い、周りの人に対して気

を使わず自分だけ良ければ良い大人が増

えている表れなのかと残念な気持ちにな

ります。 

本条例の目的は、「こどもの権利を守る

ため、その基本となる考え方を区全体で

共有し、こどもにとって最も良いことは

何かを考え、行動することで、「こどもの

最善の利益を優先するまちすみだ」を実

現すること」です。本条例制定後、広く

区民に周知していきます。 

19 

今後、地域の見守りが益々重要になり

ます。子どもに限らず、多世代で交流す

る場や機会を増やし、少なくなっている

子どもの応援を高齢者がお手伝いしなが

ら、見守りも兼ねられると良いのではな

いか、と思います。 

地域の見守り、多世代交流の場の機会

の確保に関する、貴重な御意見をありが

とうございます。 

20 

子どもたちの声が何時でも届けられる

窓口を作り、区政に反映出来るようにし

てください。 

本条例の趣旨に基づき、子どもたちの

声を広く聴く仕組みづくりを推進してい

きます。 

21 

全体が「ですます」調で、一定の年齢

に達した子どもにも分かるようにとの配

慮がうかがえます。各条の見出しも分か

りやすい表現となっています。 

御意見ありがとうございます。 

 

22 

日本国憲法第三章（国民の権利及び義

務）の各条がある上で、この条例が必要

な理由はなんですか。策定することで誰

のどんな問題が解決されるのか、この条

例がないと誰がどう困るのか、教えてく

ださい。 

本条例は、憲法及び子どもの権利条約

の精神にのっとり制定したこども基本法

を踏まえたものです。 

条文では、本区の子どもの声を反映し

た「こどもの大切な権利」を明示すると

ともに、区の責務や、保護者・区民など

の役割を明記しています。これらを区全

体で共有することで、「笑顔あふれるこど

もの最善の利益を優先するまちすみだ」

を実現することを目的として、制定する

ものです。 

23 
受動喫煙のリスクの軽減、重たい荷物

を持たずにすむ対策（小学校の荷物見直

第４条こどもの大切な権利は、本区の

子どもの声を反映した権利を明記してい
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し等）、通園・通学バスなどの運営、心身

の健やかな成長を育むための公園や施設

の設置などを念頭に置いた「健康・安全

に育つ権利」のようなものを設定してく

ださい。 

ます。 

受動喫煙のリスクの軽減、重たい荷物

を持たずにすむ対策などの「健康・安全

に育つ権利」については、具体的な施策

として「墨田区こども計画」の中で検討

し、子育て環境の整備に努めていきます。 

24 

発達に特性のある子どもや家族に対す

る配慮や共生社会になっていることを見

据えた内容にしてほしい。 

本条例は、第３条基本理念に記載のと

おり、全てのこどもを対象としています。 

本条例第１６条に基づき策定する「墨

田区こども計画」では、基本方針の一つ

として、「配慮が必要なこどもや家庭への

支援の強化」を掲げており、様々な具体

的施策を推進していきます。 

 

 （２）子どもの意見聴取 

 提出された意見の要旨 区の考え方 

１ 

 

第３条、４条で教育を受ける機会につ

いて「公平に」と書いてあります。憲法

などでは「ひとしく」となっていますが、

「平等」ではなく「公平」としているの

は何か理由があるのですか。 

憲法では、「すべて国民は、法律の定め

るところにより、その能力に応じて、ひ

としく教育を受ける権利を有する。」とあ

り、こども基本法においても、第３条に

おいて、「教育基本法の精神にのっとり教

育を受ける権利が等しく与えられるこ

と」と規定されています。 

憲法及び法令の趣旨との整合を図るた

め「公平」を「平等」に修正します。 

２ 

夏休みに必ずやらなくてはならないコ

ンクールの宿題が出されたため、時間が

かかり、他のコンクールに応募できませ

んでした。自由研究やそれ以外のコンク

ールを自分で選択できるようにしてくだ

さい。 

いただいた御意見については真摯に受

け止めています。こどもたちが主体的に

課題に取り組むことは大切なことと考え

ていますので、課題の出し方や内容につ

いて、学校と検討していきます。 

３ 

中学校教員です。中学１年生の授業で、

墨田区こども条例に関する意見をまとめ

ましたので、抜粋して提出します。 

【賛成意見】 

○墨田区の子どもたちの自由や人権を大

切にし、将来まで見越して考えられてい

る。 

【賛成意見】 

御意見ありがとうございます。 

【改善意見】 

改善意見については、第９条のこども

への支援の方針に記載のとおり、必要な

支援を行っていきます。 

具体的な施策については、「墨田区こど
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○愛される権利、守られる権利があれば、

自分を認めてくれる人がいたり、守って

くれる人がいたり安心する。 

○子どもは全員学ぶことができるという

意見に賛成です。子どもは学校に行って

勉強しないと将来何もできないし、安定

した仕事に就けない可能性があるからで

す。 

【改善意見】 

○条例の説得力をあげるために、子ども

たちが守られる環境や施設を作るなどの

改善案を条例内に記載してほしい。 

○権利の内容は良いが、子どもが自由に

楽しく暮らせる環境ではないので、遊ぶ

施設やコンビニなどを増やすことで環境

を作ることをしたら良い。 

○街の街路樹やトイレなどの整備をして

綺麗にしてほしい。 

○教師の負担を減らすこと。子どもや、

親を支援すると親の負担は少なくなる

が、しわ寄せで教師の負担が多くなる。 

【提案・アイデア意見】 

○ボール遊びなどが制限されているか

ら、自由に遊べて近隣の人に迷惑のかか

らない広い公園があったら良い。また、

ボール遊びができる公園を作ることで子

どもの安全を守ることができるし、子ど

もが外で遊ぶことが増えると思いまし

た。 

○学生が行きやすく、全体的に安い施設

を建ててほしいです。 

も計画」において検討していきます。 

【提案・アイデア意見】 

区内の公園などでは、現在、ボール遊

びができる広場が９か所あります。また、

今年３月には、ボール遊び広場が２か所

完成します。皆さんにもっと遊んでもら

えるように、これからもボール遊び広場

を増やしていきます。 

中学生が行きやすい場所の一つとし

て、区内に１１か所の児童館があり、体

育室や図書室などを無料で利用すること

ができます（東向島児童館分館は小学生

以下が対象です。）。年末年始と月１回

の館内整理日を除いて、原則毎日開館し、

中高生専用の時間を設ける等、中高生が

来館しやすい・過ごしやすい環境の整備

に努めています。ぜひお気軽にお近くの

児童館を御利用ください。 

 

 

 

第２ 墨田区教育委員会からの意見 

 該当箇所 意見等 

１ 

前文 

３行目 

「自らの意思で成長していく」の表現について、発達段階の子

どもたちは自らの意思でできないことも多いので、別の表現にし

た方が望ましいのでないか。 
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２ 

前文 

５行目 

「自らの自由な意思や選択で、遊び、学び、休むことができま

す。」の「休む」という表現については、自由に学校を休んでもい

いと誤解を与えることが懸念される。 

３ 

前文 

５行目後段～ 

「このような自分の意思が尊重されることで、未来を切り開く

力が育まれ」という表現について、自分の意思が尊重されること

をもって未来を切り開く力が育まれると言い切ることは、飛躍し

すぎではないのか。 

４ 
前文 

８～９行目 

同一文中に、「成長」という言葉が２回出てくる。どちらかの「成

長」の表記を工夫した方が良いのではないか。 

５ 

第３条（３）及

び第４条（４）

ア 

「公平」という表現について、同趣旨の条文である教育基本法

の第４条では「等しく」と表現されている。「公平」という表現の

方が適切なのだろうか。 

６ 

第４条（１）イ 子どもたちが「区はいじめからも守ってくれる」ということが

理解できるよう、また、区の姿勢を明らかにするためにも、本条

例のこどもが守られる権利に「いじめ」を明記しても良いのでは

ないか。 

７ 

第４条（４）イ 本条文に「道徳」という言葉を明記すると、学校教育における

「道徳」をいつでも受ける権利があるかのような誤解を招くおそ

れがあることが懸念される。 

８ 

第４条（５）ア 「表し」という表現について、上段の表記では「意見を表明し」

ということで「表明し」となっているので、表現は統一した方が

良いのではないか。 

９ 

第７条（標題及

び第１項） 

「育ち学ぶ施設の役割」は、より具体的に「関係者」を追加し

たほうが全体的に分かりやすくなるのではないか。「関係者」を追

加するとともに、全体的に文言を整理してはどうか。 

※上記の意見については、いずれも意見等を反映し、次の第３のとおり修正した。 

 

第３ 「（仮称）墨田区こども条例」（案）（令和６年１２月２日子ども文教委員会）からの 

  主な変更点 

 該当箇所 変更前 変更後 

１ 

前文 ３行目 自らの意思で成長していくこと

を大切にされなければなりませ

ん。 

夢や希望を持って成長していく

ことを大切にされなければなり

ません。 

２ 

前文 ５行目 

 

こどもは、自らの自由な意思や

選択で、遊び、学び、休むことが

できます。 

こどもは、自らの自由な意思や

選択で、学び、遊び、休むことが

できます。 

３ 前文 ５行目 このような自分の意思が尊重さ このような自分の意思が尊重さ
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後段～ れることで、未来を切り開く力

が育まれ、なりたい自分に向か

って挑戦することができます。 

れることで、なりたい自分に向

かって挑戦することができ、未

来を切り開く力が育まれます。 

４ 前文 ９行目 大人とともに成長し、 大人とともに育ち、 

５ 

（基本理念） 

第３条（２） 

全てのこどもについて、適切に

育てられ、生活を保障され、愛さ

れて保護されること。 

全てのこどもについて、適切に

育てられ、生活を保障され、愛さ

れ保護されることなどの福祉に

関する権利が等しく保障される

こと。 

６ 

（基本理念） 

第３条（３） 

全てのこどもについて、教育を

受ける機会が公平に与えられる

こと。 

全てのこどもについて、教育を

受ける機会が平等に与えられる

こと。 

７ 

（基本理念） 

第３条（４） 

全てのこどもについて、意見を

言う機会や社会的活動に参画す

る機会が確保されること。 

全てのこどもについて、年齢と

発達の程度に応じて、意見を表

明する機会や社会的活動に参画

する機会が確保されること。 

８ 

（こどもの大

切な権利） 

第４条（１）イ 

あらゆる犯罪、暴力、虐待から心

身ともに守られること。 

あらゆる犯罪、暴力、虐待、いじ

めなどから心身ともに守られる

こと。 

９ 

（こどもの大

切な権利） 

第４条（１） 

ウ 

こどもであるということや家庭

環境、経済的な状況、障害、性別、

性自認、国籍、人種、民族、文化

などによって差別を受けないこ

と。 

こどもであるということや家庭

環境、経済的な状況、障害、性別、

性自認、国籍、人種、民族、文化

などのあらゆることによって差

別を受けないこと。 

10 

（こどもの大

切な権利） 

第４条（２）ア 

自分のペースに合わせて遊び、

学び、休むことができること。 

 

自分のペースに合わせて学び、

遊び、休むことができること。 

 

11 

（こどもの大

切な権利） 

第４条（４）ア 

教育を受ける機会が公平に与え

られること。 

教育を受ける機会が平等に与え

られること。 

12 

（こどもの大

切な権利） 

第４条（４）イ 

道徳や責任感を学ぶ機会や将来

の社会生活に役立つ実践的な学

びについての教育が受けられる

こと。 

将来の社会生活に役立つ実践的

な学びについての教育が受けら

れること。 

13 

（こどもの大

切な権利） 

第４条（５）ア 

自分の意見を表し 自分の意見を表明し 

14 （区民等の役 区民等は、地域社会全体でこど 区民等は、地域社会全体でこど
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割） 

第６条第１項 

もを育てていくことを理解し、

こどもの健やかな育ちのために

協力し、こどもの権利が守られ

るように努めるものとします。 

もを育てていくことを理解し、

こどもの健やかな育ちのために

協力し、こどもの権利を守る役

割を持ちます。 

15 

（区民等の役

割） 

第６条第２項 

区民等は、こどもが健やかに育

ち、地域の中で安心して過ごす

ことができるよう、こどもを見

守り、支援するよう努めるもの

とします。 

区民等は、こどもが健やかに育

ち、地域の中で安心して過ごす

ことができるよう、こどもを見

守り、支援する役割を持ちます。 

16 

（育ち学ぶ施

設の関係者の

役割） 

第７条第１項 

育ち学ぶ施設は、安全で安心し

て過ごすことができる居場所と

なるよう努めるものとします。 

育ち学ぶ施設の関係者は、育ち

学ぶ施設が安全で安心して過ご

すことができる居場所となるよ

う努めるものとします。 

17 

（育ち学ぶ施

設の関係者の

役割） 

第７条第２項 

育ち学ぶ施設は、こどもが遊び、

学び、活動する機会などを確保

することで、こどもの健やかな

成長や自立を図るよう努めるも

のとします。 

育ち学ぶ施設の関係者は、こど

もが学び、遊び、活動する機会な

どを確保することで、こどもの

健やかな成長や自立を図るよう

努めるものとします。 

18 

（育ち学ぶ施

設の関係者の

役割） 

第７条第３項 

育ち学ぶ施設は、一人ひとりの

個性を尊重し、支援を行うもの

とします。 

育ち学ぶ施設の関係者は、一人

ひとりの個性を尊重するよう努

めるものとします。 

19 

（こどもへの

支援の方針） 

第９条第４項 

区は、こどもが安心して過ごし、

遊び、学び、活動するために必要

な居場所をつくります。 

区は、こどもが安心して過ごし、

学び、遊び、活動するために必要

な居場所をつくります。 

※このほか、意味が変わらない範囲で、細かな文言の整理、修正を行った。 


